
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日
提
出

質

問

第

一

六

六

号

整
備
新
幹
線
問
題
検
討
会
議
及
び
調
整
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

166



整
備
新
幹
線
問
題
検
討
会
議
及
び
調
整
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
土
交
通
省
は
昨
年
十
二
月
の
政
務
三
役
会
議
に
お
い
て
「
整
備
新
幹
線
問
題
検
討
会
議
」
と
、
関
係
省
を
含
め
た
「
整
備

新
幹
線
問
題
調
整
会
議
」
を
設
置
し
、
そ
の
基
本
方
針
の
中
で
、
「
関
係
地
域
の
取
り
組
み
等
整
備
の
意
義
を
十
分
に
検
証
し

た
上
で
、
国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
鉄
道

の
あ
り
方
の
検
討
で
の
並
行
在
来
線
・
貨
物
鉄
道
の
維
持
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
「
国
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
Ｊ
Ｒ
等
の

関
係
者
で
、
検
討
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
が
整
備
新
幹
線
に
関
連
す
る
質
問
主
意
書
を
過
去
二
回
に
わ
た
っ
て
提
出
し
て
き
た
が
、
そ
の
答
弁
書
（
平
成

二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
、
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
七
五
号
）
と
（
平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日
、
内
閣
衆
質
一
七
六
第
二
一

号
）
は
、
同
会
議
の
基
本
方
針
を
引
用
し
つ
つ
も
、
沿
線
自
治
体
の
同
意
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
た
並
行
在
来
線

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
足
と
し
て
、
当
該
地
域
の
力
で
維
持
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
し
、
全
く
国
は
責
任
が
な
く
、
後
は

地
方
で
勝
手
に
や
っ
て
く
れ
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
文
言
で
あ
っ
た
。

米
国
で
は
、
高
速
道
路
の
こ
と
を
「
全
米
州
間
国
防
高
速
道
路
網
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
、
有
事
の
際
に
国
民
の
生
命
線
と

も
い
う
べ
き
輸
送
路
、
補
給
路
等
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
鉄
道
も
同
様
の
働
き
を
す
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
特
に
四

一



面
海
な
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
土
の
辺
囲
を
守
ら
ね
ば
、
到
底
国
を
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

同
会
議
は
、
政
務
三
役
を
中
心
と
す
る
政
治
主
導
で
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
整
備
新
幹
線
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
全
う
な
国
家
観
に
起
っ
た
討
議
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

整
備
新
幹
線
問
題
検
討
会
議
及
び
調
整
会
議
の
構
成
員
の
員
数
と
氏
名
・
経
歴
を
示
さ
れ
た
い
。

二

一
に
関
連
し
、
構
成
員
の
選
考
に
お
い
て
の
条
件
、
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

三

一
〜
二
に
関
連
し
、
同
会
議
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
以
外
の
有
識
者
な
ど
幅
広
く
参
考
人
と
し
て
招
致
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

本
年
四
月
の
事
業
仕
分
け
に
よ
り
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
、
国
庫
返
納
す
べ

き
と
判
定
さ
れ
、
一
般
財
源
に
切
り
替
え
る
と
聞
く
。
本
来
、
旧
国
鉄
や
Ｊ
Ｒ
の
用
地
、
株
式
の
売
却
収
入
で
あ
り
、
未
だ

に
整
備
が
完
了
し
て
い
な
い
整
備
新
幹
線
の
整
備
に
関
す
る
財
源
及
び
並
行
在
来
線
の
維
持
確
保
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
筋
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
十
分
な
精
査
、
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
示
さ
れ
た
い
。

二



六

整
備
新
幹
線
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
国
民
の
足
の
み
な
ら
ず
、
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

地
域
の
力
で
維
持
す
る
こ
と
が
基
本
で
は
な
く
、
国
が
整
備
新
幹
線
の
た
め
に
、
そ
の
財
源
を
確
保
し
、
活
用
す
る
こ
と
が

当
然
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


